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有害化学物質による胎児と子どもの悪影響を
最小限にするための政策提言と世論喚起活動

インドネシア共和国東ジャワ州シドアルジョ地
域における熱泥流被災者のエンパワーメント
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活動内容と成果
東京多摩地域の水道水への有機フッ素化合物汚染地
域住民の血液検査を実施。結果をもとに住民の健康
調査とバイオモニタリングの実施を環境省と東京都
に提言。地域住民と国会議員に対する学習会を開催。
海外の有害化学物質規制の最新情報の国際セミナー
をオンラインで開催。また新型コロナウイルス感染
拡大による、消毒剤・殺菌剤の過剰使用によるリス
クについて提言と学習会を開催。柔軟剤などに含ま
れる人工香料による健康被害に関するパンフレット
を作成。バイオモニタリング制度を含む環境保健基
本法の法案を作成。

活動内容と成果
① 銀板・銅板を用いた大気モニタリングは住民のみで
実施できるようになった。また、重金属や芳香族炭化
水素のサンプリングも専門家の指導の下住民自身の
手で行っている。バイオモニタリングは地元の高校
生への環境教育とタイアップして実施した
② 地元の植物種のうち汚染浄化が見込める樹種を特定
し、生物分解性水質浄化装置１基の建設・稼働を行った
③ 水耕栽培と魚養殖を組合わせたアクアポニックスが
軌道に乗りつつある。ブラウィジャヤ大学の研究者
やNGOとの連携は進んだが、行政・ジャーナリスト
との連携は一部に留まった

課　題
海外に比べ日本では有害化学物質の影響に関する認識が一
般市民に浸透していない。国民の関心を高め、脆弱な子ど
もへの悪影響を考慮した化学物質規制強化が必要である。

目　標
人の体内の化学物質汚染度を調べるためのバイオモニ
タリング制度をはじめとする最新の化学物質規制につ
いて情報提供を行い、市民の関心の広まりと理解力向
上を目指す。

課　題
2006年5月に東ジャワ州シドアルジョで発生した熱泥
流噴出事故は、8村2万世帯もの避難者をうみながら今
日も噴出を続けており、周囲の村人は環境汚染に苦し
んでいる。

目　標
熱泥流による環境汚染の影響低減のための技術的社会的
経済的スキルを住民が身につける。そのため①環境汚染
の実態把握 ②汚染の影響低減 ③生業構築の支援を行う。
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■苦労した点
新型コロナウイルス禍で国際セミ
ナー講師は来日できず、国内学習会
も開催が困難となり、また開催でき
ても会場参加者数が制限された。

■工夫した点
時差がある中海外講師には午前早く
からオンラインで講演を依頼、また
国内学習会は、会場とオンラインで
の開催などで実施した。

■苦労した点
新型コロナウイルスに伴う「大規模
な社会的制限」政策により、規模の
大きい集会が開催できなくなった。

■工夫した点
村落単位で小規模なミーティングを
数多くこなした。総括ワークショッ
プ は、村 の 会 場 と オ ン ラ イン
（Zoom）で結んで開催。

環境保健基本法の法制化を求める請願署名を集め、衆議院と参議院に対して提出
する。有害化学物質とその規制について国際セミナーや学習会、SNSで最新情報を
提供し、市民の関心の広がりを目指す。

①カドミウムや鉛の汚染の原因特定のため重金属モニタリングを熱泥の上流域ま
で拡大②生分解や植物の重金属吸着性を用いた浄化装置で処理水を農業などに利
用③行政担当部局や日本のNGOとの協力関係の再構築
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10月29日環境省への提言申入れの様子10月29日環境省への提言申入れの様子

回収した銀板・銅板を住民みなで評価する。回収した銀板・銅板を住民みなで評価する。

血液検査報告会。会場とオンライ血液検査報告会。会場とオンライ
ンで開催ンで開催

アクアポニックスで栽培した野菜アクアポニックスで栽培した野菜
を収穫するを収穫する

国際セミナー 2回の
延べ人数 294 人

学習会3回の延べ人数 492 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 50 ％

大気汚染計測用銅板・
銀板の回収数 240 基
生物分解性浄水施設の
建設・稼働 1 基

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 75 ％

 日本全域


